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研究要旨 
 検診施設で配布する HIV･梅毒検査の案内に HIV 感染症･エイズの最新情報を盛り
込むことで、健診利用者の HIV 知識習得を図ることを目的とした。 
今年度は、検査案内に盛り込む HIV の情報を絞り、その上で実際に配布する資材

案を複数作成した。 
今後は、作成した資材を健診施設で配布し、知識提供前後の集団間で HIV 感染症

の理解度をアンケート調査により比較する。 
 

Ａ.研究目的 
かつて情報ソースの主流であった新聞やテ

レビが弱体化し、web や SNS、動画配信サービ
スといったインターネットのサービスが情報
ソースの中心になった現代においては、情報ソ
ースが乱立したせいで、普及が必要な健康情報
を万人に伝えることが困難になった。一方で、
HIV 感染症対策には早期検査･早期治療が必要
であるが、それには HIV 感染症･エイズに対す
る正しい知識の普及が必須である。しかしなが
ら、HIV 感染症は発見当初に治療法のない致死
的な疾患としてセンセーショナルに登場した
ため、国民の半数以上が、いまだに HIV 感染症
は「エイズで死ぬ病」と認識しており（平成
30 年 1 月実施、内閣府世論調査)、このことが
未だに陽性者の差別に繋がったり、HIV 検査を
受けることすら他人に知られたくないと考え
る人が少なくない事の主な原因と考えられる。 

こうした状況の中、我々は健診受診者が手に
する検査案内が、HIV 感染症の最新情報を広く
普及させるツールとなり得るポテンシャルを
秘めていると考え、健診施設における HIV･梅
毒検査の案内に、HIV･エイズの最新情報を盛り
込み、HIV に関する知識の習得向上を実証する
ことを目的とした。 

 
Ｂ.研究方法 
啓発事項の決定 
 健診施設で配布する HIV 検査の案内には、
HIV の最新情報の他に、実際に検査を受けるこ
とを躊躇する原因を解消し、受検に繋がる内容
を盛り込むことも必要である。そこで、HIV 感

染症･エイズの知識としては、内閣府が平成 30
年 1 月実施した世論調査「HIV 感染症･エイズ
に関する世論調査」を参考に、また、HIV 検査
の受検を躊躇することを解消する事柄として、
以下に挙げる内容を資材で取り上げた。 
(1) 正しい知識の普及 
(HIV 関連) 
 ･HIV 感染症･エイズは「死に至る病」ではあ
りません。 
 ･抗 HIV 薬で治療すればパートナーに感染し
ません。 
 ･HIV 感染は検査を受けなければ分りません。 
 ･抗 HIV 薬は一日一回一錠服用のものもあり
ます。 
（梅毒関連） 
 ･国内で性感染症の梅毒が急増しています。 
 ･梅毒は何度でも感染します。 
 ･妊娠中の女性が梅毒に感染すると流産や死
産の原因となります。 
 ･梅毒感染により赤ちゃんに重篤な影響が出
る場合があります。 
 ･梅毒は抗生物質の飲み薬で治療できます。 
(2)受検を勧奨する内容 
 ･検査結果は 2週間程度で分ります。 
 ･結果はあなただけにお伝えします。 
 ･健康診断の依頼元の会社の人には、検査結
果も検査を受けたことも決して伝えません。 
（倫理面の配慮） 
本研究は地方独立行政法人 大阪健康安全基盤
研究所倫理審査委員会の承認を得て実施した 
（申請番号：1802-077）。 
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Ｃ.研究結果 
啓発資材について 
 読みやすい字の大きさや、色使いに配慮し、
また、手に取った健診利用者がなじみやすいよ
うに無料イラストの使用も考慮して、Ａ案の資
材を作成した（図１）。その後、医療関連の啓
発資材の製作に詳しい研究協力者の鑑修によ
り、検診センターでの配布を念頭においた、よ
り落ち着いたデザインに改変したＢ案の資材
も作成した（図２）。 
 
Ｄ.考察 
資材に盛り込む必要のある啓発の文言（語句
や表現）については、ある程度予想できるが、
啓発資材がどの様なデザインであれば、知識の
向上に寄与するか、あるいは、受検者数の向上
に寄与するかは、実際に複数のデザインを試し
てみて、比較しなければ、明らかにすることは
難しいと考える。また、実際に試してみる場合
も、同じ母集団で繰り返し試すことは出来ない
ため、大まかな傾向しかつかめない可能性があ
る。 
 
Ｅ.結論 
 手にした者の HIV と梅毒の知識習得を可能
とする、健診施設における HIV･梅毒検査の案
内資材を試作した。今後、実際に使用し、その
効果を検証する。 
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Ｈ. 知的財産権の出願・登録状況 
 該当なし 
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図１（Ａ案：外面） 
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図２（Ｂ案：外面） 
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